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Battisti, Calzetti, and Chary, accepted in ApJ

- GALEX+SDSS で可視の減光曲線を求めた Battisti et al. (2016) の結果を近赤外線まで拡張
- 良いニュース: 平均的には近赤外線まで universal な減光曲線が存在する
- 悪いニュース: エネルギーの収支が合わない ⇉ ダストの geometry? 

減光曲線は universal でも individual には適用しないほうが良さそう

Introduction
-星形成の盛んな z~1―3ではダストに埋もれた銀河が多い⇉減光曲線とその多様性の理解は重要
- 減光曲線に関する観測的困難: ① intrinsit SED (≒星形成史) との縮退 ② 銀河内の光源・ダスト分布の影響
- ①, ② を克服するにはサンプル数を増やして統計で殴る手法が有効
- Battisti+ (2016) では近傍の星形成銀河およそ 9800 天体より紫外―可視の減光曲線を得た

Observations
Discussion- GALEX (FUV & NUV) + SDSS (ugirz + spec.)でおよそ9800天体 (Battisti+2016)

- 上記に UKIRT の UKIDSS Large Area Survey と 2MASS の測光データを合わせる ⇉ およそ 5500 天体

Figure 2: テンプレート SED

減光量の波長依存性は平均的には紫外から可視まで universal な関係が成立する
星質量や星形成効率，および年齢との相関は見られないがばらつきが大きく individual には適用しづらい

- 本論文では Battisti+ (2016) の結果を近赤外線に拡張する

Balmer decrement (水素輝線強度比で測った減光量)

注意
Bload band filter での測光は主に星からの光を見ている
輝線は星形成領域から出ているのでガスに対する減光則が適用
SED 解析のために補正したいのは星に対する減光則である
ざっくりオーダーで評価すると以下のとおり (Calzetti+2000)

total-to-selective extinction

Figure 3: テンプレートから求めた減光則

Figure 5: V-band で規格化した減光量

Figure 7: 減光量と赤外放射の収支の関係
減光則を近赤外線 (2μm) まで拡張
おおよそ RV ~ 3.67が成り立つ
Calzetti+(2000) とだいたい consistent
⇉ UVで若干低めに見える？

星質量, sSFR, 年齢, 金属量との相関なし
減光量と赤外放射の関係
      ⇉大きな矛盾はない
      ⇉ ただし比の分散が大きすぎる？
UV β への依存性が大きい
      ⇉ 星形成領域ローカルな減光の寄与
⇉ダストの geometryに関わる？

減光則はおおむね universal
      ⇉ 個々の銀河に対して使うのは非推奨


